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を測定 した.別の日に,Bf200m宮服用の 1時間後に

同検査を施行した.【結果】㊨ Bfの投与後に,HbAk は

A群のみで有意に低下していた.IRI,TG,FFA は,

B群に比してA群の低下率が有意に大きかった.② Bfの

前投与により,飲酒後の BS,ml,e血anoi,acetaldehyde,

FFA が有意に低下し,acetateは有意に増加した▲【結

論】Bfは飲酒者の血糖コントロール改善を改善させ,

その機序は肝での糖産生の抑制のみならずアルコ-ル代

謝の促進も関与 しているのではないかと考えられた.

12)肥満者の食行動アンケ- 卜の分析
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目的 :肥満の時期は動脈硬化の危険因子を作りだす最

も悪い生活習慣が続いており,ついには噂療行動にまで

発展することが多い.肥満の治療は自分自身の行動 (癖)

と認識のずれを自覚することから始まる,今回はアンケ-

卜調査により肥満の本質にせまり,体重を減らすことだ

けをこ目を奪われ悪性サイクルに陥りやすい肥満の治療の

正しい方法を探りたい.

方法 :下越以外の各病院,診療所の患者男24人女64人

の肥満者と対照群として職農男17人身22人に同じアンケー

トを施行 した.

肥満群の疾患は DM54,IGT 9,境界型的 その他

6,HT 合併射人.対照群は年齢と BML 肥満群は更

に MaxBML 最高 BMIから現在までの休養減少,覗

在の体脂肪率を調査しアンケ- 卜結果との開陳を検討 し

た.

質問は50項目あり亨各項目毎に4段階で回答し点数化

し∴二.

結果 :u 食行動の問題点別に7グル--プに分け質問50

項目より代表的な項目を選び,その平均点を7角形のグ

ラフに表し,下記の項臣銅こついてグル-プ別の平均点を

比較

① 男女別の比較

② 濃高鳥 最低点,全体の平均点と対照群の比較

③ 年齢別 (30代～70代)

⑥DM ランク別

⑤ 体脂肪率別

⑥ 体重減少別に特徴を検討

2)高点数 1位-10位

食べ過ぎより運動不足.太りやすい体質,水を飲んで

も太る.食後で鮎好きなものなら入る.あれば手が出る.

早食い.夕食が最も豪華.連体や盆正月にはいつも太る.

めん短が好き.たくさん食べた後で後悔,

13)NIDDM の肥満歴と家族歴と推定発症年令
について
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イリスリソ非依存型糖尿病者の肥満の経過および推定

発症年令が糖尿病の家族歴の有無により左右されるかい

なかを検討 した.対象は過去1.5年間に当院に入院Lた

インスリン非依存型糖尿病218名.これを糖尿病の家族

歴を有する群 (A群 :112例)と家族歴のない群 (B群 :

106例)にわけ苧問診により20才時体重,最大体重およ

びそのときの年胤 糖尿病の推定発症時年令を聴き取り,

入院時の身長,休養を計測した,入院時身長を履いて実々

の BM壬を算出した.20才略 鷹大体豪時の BMヱおよ

びその差はA群 :22.6kg/m2,27,8〝,5.2〟,B群 :

23.2〝,2臥 0〝テ4.8か と家族歴のない群がある群に比

べやや肥満傾向があったが,有意差は見られなかった.

最大体重到達年令,推定発症年令はA群で36.8才,45.0

才,B群で38.6才,47.6才と家族歴のある群が早 く肥

満 し,インスリン非依存型糖尿病の推窪発症も若い傾向

にあったが有意差は見られなかった.(結論)糖尿病家

族歴のある群はない群に比べ早めに肥満 し 糖尿病を早

めに発症する傾向にある,

14)輝金橋後の糖尿病のイIJ又uソ治療に, グ
ルカゴン微量持続皮下投与の併用の試み
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鰐全摘賓では,インスリンを使用 しても高アミノ酸血

症や,高ケトン体血症,高遊離脂肪酸血症,高乳酸血症,

高ピルピソ酸血症がみられ グルカゴン 0,1mg持続

皮下注をすることで,これらが正常化Lたと報告がある.

我々は,このグルカゴン教量持続皮下投与の併用の試

みを2例の鰐全摘者に施行し,共に高アミノ酸血症の改

善が見られたものの, 1例でのみ高ケトン体血症,高遊

離脂肪酸血症,高乳酸血症,高ピルピソ酸甲症が改善 し
て体重増加が認められ,有効であった可能性が高いと考

えた.

症例を重ね,今後の更なる検討が待たれるが,鰐全摘


